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２０２３年の火災・救急出動状況 

 

  

２０２３年１月１日～１２月３１日の１年間の火災・救急出動の状況をまとめました。 

 ２０２２年４月１日に、消防の広域化が運用開始となったため、２０２２年の寒川町の統計件数は４

月１日から１２月３１日までの件数となります。火災、救急出動の詳細については次のとおりです。 

 

１ 火災の発生状況 

２０２３年の火災件数は５６件でした。負傷者は１３人で、うち６５歳以上の負傷者は６人でした。

２０２２年と比較し負傷者は増加しましたが、火災での死者は発生しませんでした。火災原因として

は、２０２０年まで２４年連続で火災原因１位であった放火・放火の疑いを抜いて、昨年火災原因３

位であった「こんろ」が１位となりました。引き続きリチウム電池などの電気機器が原因となる火災

も多く発生しています。 

火災による死傷者を減らすため、本年も引き続き、住宅用火災警報器をはじめ、消防用設備の適切

な設置及び維持管理に努め、火災予防の普及啓発に取り組みます。 

  

・火災種別 

種別 建物火災 車両火災 その他の火災 小計 合計 

２０２２年 
茅ヶ崎市 ３９件 １件 １９件 ５９件 

６８件 
寒川町 ４件 ― ５件 ９件 

２０２３年 
茅ヶ崎市 ３３件 ２件 １０件 ４５件 

５６件 
寒川町 ８件 １件 ２件 １１件 

 

・火災による死傷者数 

死傷別 
死者（うち６５歳以上） 負傷者（うち６５歳以上） 

２０２２年 
茅ヶ崎市 ４人（４人） １１人（３人） 

寒川町 － １人（０人） 

２０２３年 
茅ヶ崎市 － ９人（３人） 

寒川町 － ４人（３人） 

 

・出火原因別件数 

出火原因 
１位 ２位 ３位 

２０２２年 放火・放火の疑い １３件 電気機器 ６件 こんろ ５件 

２０２３年 こんろ ７件 
放火・放火の疑い５件 

電気機器 ５件 
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２ 救急出動の状況 

救急出動件数は１７，６５４件で、２０２２年に比べて１，６２１件（約１０．１％）増加しま

した。背景には高齢化や異常気象などの要因による、発熱および熱中症などが増えたことが救急

搬送の増加に繋がったのではないかと推測します。 

救急搬送者の内訳をみると、軽症者は全体の約４１．８％を占めており、２０２２年と比べ、

割合は減少していますが、引き続き市民の皆様に「救急車の適正利用」について御理解と御協力

を得られるよう普及啓発に取り組み、あわせて事故を未然に防ぐ「予防救急」の周知に努めま

す。 

新型コロナウイルス感染症陽性者の搬送者数は２０２２年が６８２人だったのに対し、２０

２３年は５類に移行する５月７日までで１４４人でした。 

 

・救急出動件数の前年比較 

区分 
救急出動件数 月平均出動件数 １日平均出動件数 

２０２２年 
茅ヶ崎市 １３，８１２件 １，１５１件 

４４件 
寒川町 ２，２２１件 １８５件 

２０２３年 
茅ヶ崎市 １４，５０６件 １，２０９件 

４８件 
寒川町 ３，１４８件 ２６２件 

※「茅ヶ崎市」の中には応援協定等で他市に出動した件数を含みます。 

 

・救急搬送者状況の前年比較 

区分 
救急搬送者 うち６５歳以上 うち軽症者 

２０２２年 
茅ヶ崎市 １３，１４６人 ８，２９３人 ５，７６４人 

寒川町 ２，０１２人 １，１７４人 ８９４人 

２０２３年 
茅ヶ崎市 １３，７４１人 ８，６１６人 ５，６１７人 

寒川町 ３，００３人 １，７９６人 １，３８６人 

※「茅ヶ崎市」の中には応援協定等で他市に出動し搬送した人員を含みます。 

 

 

 


